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Synopsis 

 

 Opisthoplatia orientalis (Burmeister, 1838) was found in Minamiawaji City, Hyogo Prefecture, Japan, 

in 2020. This is the first record of this species on Awaji Island. Most of the past records from Honshu 

are reported from coastal areas as in this report. This species, which had become established in coastal 

areas, was unintentionally introduced inland. After that, cases of expanded distribution have been 

reported. Therefore, we need to closely monitor the expansion of the distribution of this species on 

Awaji Island. 
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１． はじめに 

サツマゴキブリ Opisthoplatia orientalis

（Burmeister, 1838）はオオゴキブリ科マダ

ラゴキブリ亜科（Blaberidae：Epilamprinae）

に分類される大型のゴキブリで 1）2）、前胸背

の前縁は半環状に黄色、胸部・腹部各節は赤

褐色に縁どられるという特徴的な形態を持

つ 3）。本種の分布は、朝比奈（1991）による

と、四国南部・九州南部・種子島・奄美諸島・

沖縄・八重山諸島とされている 3）。しかし、

近年、人為的な影響による本種の分布の拡

大が懸念されており 4）、実際、本州の様々な

地域で記録されている 5）。また、近畿地方に

おいて本種の記録がある都道府県は、三重

県・大阪府・兵庫県・和歌山県にわたり 5）

6）、一部の地域では定着が示唆されている 7）

8）9）。これらのことから、本種は今後さらに

分布を広げていく可能性が高いため、分布

情報の蓄積は欠かせない。 

本報では、これまで本種の分布が確認さ

れていなかった淡路島（兵庫県）における本

種の記録について報告する。 
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２．報 告 

【標本データ】1♀、34° 12' 36" N 134° 43' 36" 

E、兵庫県南あわじ市阿万西町阿万海岸海水

浴場（図 1）、14 VIII 2020、尾﨑一天採集・

保管（図 2）。 

【備考】海水浴場付近の木造人工物（ベン

チ）にて採集された（図 3）。木造人工物の

隙間にはさらに複数の個体が見られ（図 4）、

周辺は落葉が堆積する環境であった（図 5）。 

 

図 1 サツマゴキブリの確認地点 

（地理院地図を基に作成） 

 

図 2 兵庫県南あわじ市（淡路島）産 

サツマゴキブリ♀（34.5 mm） 

図 3 木造人工物上を歩く淡路島産サツマゴ

キブリ 

 

図 4 木造人工物の隙間に見られた複数個体

の淡路島産サツマゴキブリ（赤矢印） 

 

図 5 淡路島産サツマゴキブリの生息環境 

 

３．考 察 

 本州におけるサツマゴキブリの確認事例

のほとんどは、沿岸部からのものであり 5）

5 km 

洲本市 
南あわじ市 

淡路市 



農学部紀要第 57号 34～37（2024）  

  

36 

 

7）8）9）10）、本報告もこれらと同様、沿岸部か

ら確認された。 

 本種の侵入経路については、海岸への漂

着 11）、農産物、花卉、観葉植物に随伴 4）12）

13）、また植栽に伴う侵入 10）14）など様々知ら

れている。本報告地点である阿万海岸海水

浴場では、敷地内にソテツ等の植栽がある

ことから、これらの植栽を通じて侵入した

可能性が示唆される。 

また、沿岸部に定着したサツマゴキブリ

が内陸部へ非意図的に持ち込まれ、その後

分布を拡大した事例も散見されることから

15）、淡路島においても、沿岸部から島全域に

分布が拡大していく可能性は否定できない。 

淡路島は、今後、農作物等を介して本種の

他地域へのさらなる分布拡大の拠点となる

可能性があることから、注意深くモニタリ

ングしていく必要がある。 
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